
就業規則を変更したい場合、変更案に

ついて労働者の過半数を代表する者

（労働組合がある場合は労働組合）の

意見を聞きます。あくまでも意見を聞くことがあくまでも意見を聞くことがあくまでも意見を聞くことがあくまでも意見を聞くことが

要件となりますので、同意を得る要件となりますので、同意を得る要件となりますので、同意を得る要件となりますので、同意を得る

必要はありません。必要はありません。必要はありません。必要はありません。

意見については、「意見書」を

記載してもらいます。

そして、この「意見書」を添付して、

変更した就業規則を「就業規則変更届」

とともに事業所を管轄する

労働基準監督署長に届出します。

はい、そうです。事業所控え用に就業規則、

意見書、就業規則変更届をそれぞれ

コピーするなどして２部用意し、１部に

労働基準監督署の受付印をもらったものを

返却してもらっておきます。

また、休日の日数を減らす、これまで

支給していた手当をなしにする、など、

従業員の同意なく、従業員にとって不利益従業員の同意なく、従業員にとって不利益従業員の同意なく、従業員にとって不利益従業員の同意なく、従業員にとって不利益
なものに変更をすること（「就業規則の不利なものに変更をすること（「就業規則の不利なものに変更をすること（「就業規則の不利なものに変更をすること（「就業規則の不利
益変更」といいます）は益変更」といいます）は益変更」といいます）は益変更」といいます）は、原則できません。原則できません。原則できません。原則できません。

ただし、変更に関して従業員一人ひとりから
同意をもらう、という手続きをとることで、

可能となります。
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・マタニティハラスメントについて・マタニティハラスメントについて・マタニティハラスメントについて・マタニティハラスメントについて

・・・・7777月の労働保険・社会保険の手続き月の労働保険・社会保険の手続き月の労働保険・社会保険の手続き月の労働保険・社会保険の手続き

・就業規則の変更について・就業規則の変更について・就業規則の変更について・就業規則の変更について

「ビタミンM」メール配信サービスを始めました！「kcr@nkgr.co.jp」に＜事業所名・お名前・メール配信希望＞をご記入の上、メールをお送りください。毎月、労務に関する
最新情報をお届けいたします。

ビタミンＭの“Ｍ”とは、“Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ”を指し、“お客様の経営に効く”
“お客様に活力を与える”存在でありたいとの願いが込められています

お知らせ

ビタミンMの内容に関しては、分かりやすく簡潔に表現することを心掛けておりますので、情報のすべてを正確に表すことができない場合があります。このような場合において、内容
が不正確であったこと及び誤植があったことによる生じたいかなる損害に対しても、当事務所は一切の責任を負いません。
また、ビタミンMの内容は、作成日現在において有効な情報です。制度や法律は変更されますので、ご利用日時点での内容を官公庁等にご確認ください。

３１ ２

就業規則の内容を変更し
ようと思っています。

手続き方法と注意点を教
えてください。

「「「「「「「「「マタニティハラスメント」とは？「マタニティハラスメント」とは？「マタニティハラスメント」とは？「マタニティハラスメント」とは？
「マタニティハラスメント（マタハラ）」とは、働く女性が妊娠・出産を理由に解雇・雇止めをされることや、妊娠・出産に
あたって職場で受ける精神的・ 肉体的なハラスメントです。働く女性にとって悩みとなる「セクハラ」「パワハラ」 に並ぶ
３大ハラスメントの１つです。

マタニティハラスメントについてマタニティハラスメントについてマタニティハラスメントについてマタニティハラスメントについて

•「「「「「「「「妊娠・出産、育休等を理由として不利益な取扱いを行うことは違法となります。妊娠・出産、育休等を理由として不利益な取扱いを行うことは違法となります。妊娠・出産、育休等を理由として不利益な取扱いを行うことは違法となります。妊娠・出産、育休等を理由として不利益な取扱いを行うことは違法となります。

・変更した就業規則

・意見書

・就業規則変更届

この3点を提出すれば
良いのですね？

４ ５

NO.３８

マタハラの１つとして妊娠・出産、育休等を理由
とする不利益な取扱いが挙げられます。妊娠・出
産、育児休業等の事由を「契機として」右記のよ
うな不利益取扱いを行った場合は、原則法違反
となります。

原則として、妊娠・出産、育休等の事由の終了
から1年以内の不利益取扱いは「契機として」い
ると判断されます。

妊娠・出産の報告があった従業員や育児休業
から復帰した従業員の配置転換・仕事内容の決
定は慎重に行いましょう。

<不利益な取扱いと考えられる主な例>
・解雇、契約の打ち切り・雇止め
・労働契約内容の変更の強要
（正社員をパートタイム労働者などの非正規社員にする等）
・降格 ・就業環境を害する行為
（業務に従事させない、もっぱら雑務に従事させる等）
・不利益な自宅待機命令
・減給、または賞与等における不利益な算定
・昇進・昇格の人事考課における不利益な評価
・不利益な配置の変更

出典：日本労働組合総連合会（連合）「働くみんなのマタハラ手帳」

７月の労働保険・社会保険の手続き７月の労働保険・社会保険の手続き７月の労働保険・社会保険の手続き７月の労働保険・社会保険の手続き

内容 提出先 提出期限

労働保険料の申告・納付 労働基準監督署

健康保険・厚生年金保険の月額算定基礎届 年金事務所

高年齢者雇用状況報告書

障害者雇用状況報告書
ハローワーク

7月10日7月10日7月10日7月10日

7月15日7月15日7月15日7月15日

就業規則の変更について就業規則の変更について就業規則の変更について就業規則の変更について

６


